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キャリア教育実践「城工房」での連携事業

大阪府立城東工科高等学校

電気系指導教諭　八幡　優

1．工科高校新設の経緯と取組
　平成17年4月にこれまでの工業高校から工科
高校に改編され，その際の教育中心コンセプト
が「ユニバーサルデザイン教育の推進」であっ
た。「すべての人にやさしくわかりやすい＝ユ
ニバーサルデザイン」の理念を取り入れた「も
のづくり技術の教育」を行ってきた。また同時
に，平成19年度より経済産業省と文部科学省
の連携事業である「ものづくり人材育成のため
の専門高校地域産業連携事業」，平成21年度か
らは厚生労働省の公共事業「工科高校との次世
代産業共同研究型人材育成事業」，平成24年度
から「人気産業活用人材育成事業」を実施して
きた。
2．地域連携と長期インターンシップ事業
	 に向けて
　本校の特色である「ものづくり技術の実践的

習得」のため，地域企業での職場実習や，もの
づくり技術者による校内実習の機会を数多く設
けた。旋盤実技実習，特殊溶接実習，手話ロボ
ットの共同研究，銅鐸・銅鏡の鋳造実習，組木
細工実習，起業プロジェクト実習，ロータリー
エンジン設計実習，木造浮鐘堂作製実習などの
取組を行った。年間に1人の生徒が10日から
15日のインターンシップの長期経験を実現す
る為のシステム作りも開始した。
3．実現するための2つの方法
　長期インターンシップを実現するために2つ
の方法を実施することにした。その1つはアン
トレプレナーシップである。校内で擬似会社を
発足させ，そこで長期の就業体験を可能とさせ
た。同時に起業家精神を育み，地域貢献にもつ
ながる活動にした。もう1つは複数企業への就
業体験の実施である。インターンシップに参加
できる機会を年に複数回に渡り設定し，1人の
生徒が複数の企業の就業体験を行えるようにし
た。
4．アントレプレナーシップ事業の準備
　平成22年3月より，校内の起業家教育の組織
としてアントレプレナーシップ指導委員会を立
ち上げた。他府県での先進的取組を学ぶため，
課題研究の授業の中で玩具修理を行う兵庫県立
姫路工業高等学校，アントレプレナーシップ指
導を行うために校内に擬似会社を設けている徳
島県立小松島西高等学校を視察させていただいユニバーサルデザイン実習棟
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豪であり，前述したように大相撲で活躍する先
輩を多数輩出してきた。そのため大会当日は学
校行事の一環として全校応援を行っている。毎
年の年度初めから生徒玄関前での挨拶の励行や
体育館で校歌・応援歌の歌唱指導を行い，生徒・
教職員の愛校心を高めることにしている。
　また，本校の運動部・文化部は，この夏，北
部九州で開かれたインターハイでも弓道部，相
撲部が上位入賞を果たし，ボウリング部は全国
高校ボウリング選手権大会で個人優勝した。こ
の他にも水球部はここ数年，常に全国大会の上
位に入っていて優勝の期待がかかっている。
　加えて，工業系の部活動や吹奏楽部の活躍な
ど，部活動の成績では常に県内の高校でも上位
に位置している。入学時には，部活動への全員
加入を呼びかけ，同好会も含めて何らかの部活
動に加入するように勧めている。これらの成果
が3年生の就職希望者の就職率100％実現や運
動部の生徒の有名大学進学にも結びついている。

　また，部活動の活躍が在校生への励みだけで
なく，中学生へ本校をアピールする良い材料に
もなっている。昨今は中学生の普通科志向がま
すます増加し，専門高校への志望者が減少して
いる。その中で本校は幸いにも例年高い倍率が
得られているのは，本校に入学して部活動を頑
張りたいという中学生が多いからである。

5．終わりに

　活力ある高校を目指すために，本校における
「ものづくり」と「部活動」について紹介して
きたが，現在抱える課題として，生徒にどのよ
うな「力」をつけさせたら良いか，ということ
が挙げられる。本校では最近の就職試験におい
て，第一希望の会社に不合格になる生徒が増え
てきた。正確な理由は特定できないが，数学や
英語などの基礎科目の結果が悪いこと，集団面
接で自分の意見が上手に言えない等の指摘を受
けている。以前は「挨拶がしっかりでき，元気
であれば十分」と，企業から言われてきた。と
ころが，最近の県内の企業では，高校生に対し
て「即戦力」を期待するところが大きく，どの
工業高校でも資格の取得や技能の習得に力を入
れている。しかし，県外の大手企業に入社する
ためには，それだけでは不十分で，さらに基礎
学力を確実に身につけることが必要になった。
多様化する企業からの要望を受け，工業高校と
して，生徒の「出口」をしっかりと確保するこ
と，そして将来に渡って自分を高めていく確か
な学力と技術・技能を生徒に身につけさせるこ
とが重要だと実感している。

写真6　全国高校相撲金沢大会の様子

写真7　水球部の練習風景
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た。それらの取組を参考にさせていただき，本
校でのアントレプレナーシップのあり方を検討
した。
5．複数企業への就業体験事業準備
　平成22年4月には，長期インターンシップ委
員会を立ち上げ，校内で長期インターシップを
実施する組織とした。この委員会には「工科高
校との次世代産業共同研究型人材育成事業」で
本校に配属されている人材育成コーディネータ
ーにも協力いただいた。平成22年度のインタ
ーンシップ実施計画案の中で，夏・冬計4回の
就業体験の機会を設けた。
6．校内疑似会社の発足
　校内ボランティアシステム発足に向けて，生
徒会を中心に呼びかけ社員を募り，外部から講
師を招いて起業プロジェクト実習を開始した。
当初の活動として看板にも使える無機ELシー
トパネルの製作に取り組んだ。「工科高校との
次世代産業共同研究型人材育成事業」の事業発
表会に作品を出品し，生徒によるプレゼンテー
ションを実施した。これを機に，ものづくり技
術を生かした地域に貢献できる会社を校内に起
業するという提案を行った。本格開業に向けて
大阪市内のおもちゃ病院に赴き，玩具修理の実
技研修を2度にわたり受けた。企業名を「城工

房」と決定し，ロゴマークと営業マニュアル，
受付伝票，出勤管理システム等の企業発足の準
備を進めた。
7．地域との連携アプローチ
　東大阪クリエーションコアに事務所を構える
地元ベンチャー企業の社長と連携を行い，起業
に関するレクチャーを受けた。また，地元保育
園に玩具修理の受付代行を依頼した。東大阪市
役所広報課に相談を行い，地元広報誌に掲載し
ていただき，活動を広める支援をしていただい
た。地域の子育て支援センターと相互連携し，
各種イベントを実施した。
8．コンテストへの挑戦
　ものづくり技術で地域に貢献する1つの手段
として，「城工房」の社員の発案で，「福祉機器
学生アイデアコンテスト2010」において，ペ
ットボトルの開閉補助キャップを出品し，大阪
府知事より日常生活支援部門で奨励賞を受賞し
た。また全国信用金庫協会主催の「高校・高専
生！わがまちビジネスアイデアコンテスト
2010」で近畿地区代表に選出され，東京の法政
大学キャンパスでの全国大会に進出した。
9．企画を実行するごとに見える新たな世
	 界と課題
　「城工房」が様々な活動をする中で，新しい
展開が生まれた。実例としては，東大阪市役所
広報課へアプローチすることによって新聞社か
らの取材依頼が来るようになった。また子育て
支援センターとの連携事業実施によって地元ケ
ーブルTVからの取材を受けた。玩具修理の隔
月定期開業を開始してNHKラジオで紹介され
た。それらの広報活動によって修理依頼が激増
し，結果としてコンテスト近畿地区代表校に選
出された。このように企画が前進するにつれ，
行動するごとに新たな展開が開けることとなっ
た。
10．全国大会に学ぶ
　全国大会では，各地区を代表するレベルの高

校内疑似会社の起業

城工房ロゴマーク
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い取組の学校が多く，しかも地元公共団体など
との協力や援助の体制なども密接である。本校
でも全国大会に向けて全校上げての取組の必要
性を感じた。発表後の感想や意見交換会の中で，
本校の取組に強く関心を示す方が多く，質問に
対しても丁寧に説明を行った。結果として入賞
には至らなかったが，今後の課題と反省を踏ま
えて次年度へのリベンジを決意した。
11．地域企業とのコラボ商品の開発
　平成23年から製品化をめざしての研究をス
タートさせた。電気回路や「ものづくり技術」
を利用した高校生らしいアイディアの製品を開
発し，販売に向けて準備を進めた。7月には地
元東大阪市内のプラスティック樹脂成形を行う
民間会社との産学連携によるコラボ商品を共同
開発することにより製品化を実現できる見通し
がついた。そのための課題として仕入れの確保
や仕様の確定が急務であった。11月にマイド
ーム大阪で実施された「テクノメッセ東大阪
2011」にてコラボ商品の展示を行うことが決定
し，この事はNHKのラジオ番組では生放送で
の取材を受けるまでになった。この商品は11
月の本校文化祭でものづくり教室としても使用
され，今後は販路の拡大にも努めていきたい。
12．課題研究としての取組
　23年度は，この取組を一般生徒にも広げる
ために，電気系3年生3クラスの課題研究のシ
ョップにおいても実施した。玩具の修理にとも

なう技術や手法の研究を中心に学習させ，時に
は預かった修理品を教材として活用し，実際の
修理研修も行った。この実習は研究会の実習公
開としても12月の短縮授業中の午後に実施
したところ，20人もの会員の先生方や大阪労
働協会の関係の方々に見学をしていただいた。
13．業務の効率化のために
（修理伝票と社員勤務管理をデータベース化）
　手書きの修理伝票に加えて，処理の簡素化と
迅速化のために，データベースを構築した。タ
ブレット端末で動作させることにより，イベン
ト会場での受付対応や，電話での修理状況の問
い合わせにもリアルタイムに応対することが可
能になった。また，社員が身につける社員証に
はバーコードがあり，勤務開始と終了時にタブ
レット端末のカメラ機能を使って打刻するシス
テムを導入したため，地域連携先であっても出
退勤記録が残せるようになった。
14．イベント用アプリ開発と連携交流活動
　24年度からの新たな「城工房」開発ビジネ
スの挑戦として，スマートフォンやタブレット

ビジネスアイデアコンテスト全国大会

府工電研実習公開

テクノメッセ東大阪2011会場

LEDツリー
（コラボ商品）
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端末のGPS機能を使用したデジタルのスタンプ
ラリーイベント主催用アプリの開発を行った。
　このことは，平成24年12月に天満橋のエル
大阪にて厚生労働省の「人気産業活用人材育成
事業」生徒発表会の場で，「城工房」の活動報
告にてプレゼンテーションし，スタンプラリー
イベントは平成25年2月～3月に実施，朝日新
聞大阪版にも紹介された。これが契機となり，
複数の機関からこのデジタル・スタンプラリー
アプリを活用した事業連携の申し入れを受け，
6月には大阪府立の支援学校と連携しての防災
スタンプラリーアプリの開発を行い，近畿工業
高等学校長協会からも優秀賞を戴いた。
　今後は，観光産業と事業連携を図り，アプリ
を活用した地域交流につなげる活動を計画。8
月下旬には地域企業見学会を城工房社員や学校
設定教科「チャレンジタイム」受講生，保護者，
希望教員とともに貸し切りバスで実施。11月
には北九州市観光課へのアプリ販促と環境企業
見学に出かける。「チャレンジタイム」は平成
24年度から各学年の希望者による1単位増単位
認定教科としてスタートした。「インターンシ
ップ」「城工房研修生」「個人起業」を実施。韓国
ソンドン工業高校や米国メモリアル高校との国
際交流，子育て支援センターとの連携事業も実
施した。また本校は平成26年度から「地域産
業連携重点型」の工科高校として，地域コミュ
ニティーの中核をめざすことが決定した。

15．おわりに
　設立から3年が経過し，これまでに171件の
玩具修理を行ってきた。1件につき数個の玩具
を持ち込まれる場合もあるため，実際の修理玩
具数量は2倍以上になる。この間，生徒たちは
たくさんの笑顔や感動と巡り会い，そして多く
の方からの応援や協賛のご支援を賜り，生徒た
ちが大きく成長することに結びついた。このプ
ロジェクトがここまで発展したのも，これまで
の生徒たちの活躍もさることながら，本校教職
員や起業プロジェクト特別非常勤講師のデザイ
ン事務所スペースQ代表津田光明様，事業を支
えていただいた関係機関の方々，保護者の皆様
のご支援とご協力の賜物と深く感謝申しあげま
す。

＊「城工房」で検索し，本校人材育成事業のサ
イトから電子ブックをダウンロードできます。

デジタルスタンプラリー用アプリ画面

城工房活動の概要

防災スタンプラリーアプリ画面
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